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問題一、次の文の＿＿＿＿にはどんな言葉を入れたらよいか。１・２・３・４から最も適当なものを一つ選びなさい。　（1×20=20）
（１）飛行機がだめなら、列車で行く＿＿＿のことだ。

　　１べき　　    ２まで　　    ３はず　　    ４のみ

（２）留学したい気持ちは分かるが、この病状では、延期＿＿＿をえないだろう。

　　１されず　　  ２せざる　　  ３せず　　    ４せぬ

（３）今にも夕立が＿＿＿ばかりの空模様だ。

　　１降り出した　２降り出して  ３降り出さん　４降り出そう

（４）とてもうれしくて、この喜びをだれかに＿＿＿いられなかった。

　　１話させずには２話されるには３話さずには  ４話すには

（５）わからない単語があったら、辞書を引く＿＿＿だれかに聞く＿＿＿して、調べておきなさい。

　　１なり/なり　 ２こと/こと　 ３と/と　 　  ４し/し

（６）たとえ子供＿＿＿、自分のしたことは自分で責任をとらなければならない。

　　１ならば　　  ２であれ　　  ３ならでは　　４であると

（７）将棋のおもしろさを知ってからと＿＿＿、彼は暇さえあれば将棋の本ばかり読んでいる。

　　１いうまで　　２いうのに　　３いうこと　　４いうもの　

（８）もうとても追いつけないだろうと＿＿＿、驚くほどの速さで彼は一気に先頭に走り出た。

　　１おもいきや　２おもうべく　３おもいがけず４おもうだに

（９）どちらに＿＿＿で、そうたいした差があるとは思えない。

　　１するもの　　２したもの　　３するところ　４したところ

（10）部下からそんなことを言われる＿＿＿、さぞ不愉快だっただろう。

　　１では　　    ２には　　    ３とは　　    ４かは

（11）国は早く対策をたててほしいと、被害者たちは涙＿＿＿訴えた。

　　１ばかりに　　２のままに　　３がぎりに　　４ながらに

（12）「あっ、だれかおぼれてる」と言うと＿＿＿、彼は川に飛び込んだ。

　　１なり　　    ２まま　　    ３ほど　　    ４ゆえ

（13）服装はいつもとだいぶ違うが、やっぱりあれは田中さんに＿＿＿。

　　１比べない　　２相違ない　　３ほかはない　４わかがない

（14）水も食糧もない状況に＿＿＿、人々は互いに助け合うことの大切さを学んだ。

　　１あって　　  ２とって　　  ３かけて　  　４つれて

（15）君自身の問題だから、「やめてしまえ」＿＿＿、いまいちど考え直してみたらどうだろうか。

　　１とまでは言わなくて　　　　２とも言うまいし

　　３とまでは言わないが　　　　４とも言わねばならず

（16）強風で、家から＿＿＿出られなかった。

　　１出ようにも　２出ようが　　３出たなら　　４出れば

（17）身長２メートル＿＿＿大男が、突然、目の前に現れた。

　　１だけある　　２からする　　３だけする　　４からある

（18）花田さんの冗談には、いつも思わず＿＿＿。

　　１笑われた　　２笑わせた　　３笑わせられた４笑わさせられた

（19）だれにも知られること＿＿＿準備を進めなければならない。

　　１なくて　　  ２なしに　　  ３ないで　　  ４ないと

（20）患者のプライバシーをほかの人に漏らすなんて、医者としてある＿＿＿ことだ。

　　１べからず　　２はずの　　  ３かぎりの　　４まじき
問題二、次の言葉を用いて短文を作りなさい。　　　　　（2×5=10）
（１）しかるべき
（２）～次第だ
（３）今でこそ
（４）よりにもよって
（５）ご多分にもれず
問題三、括弧の中の言葉を使って次の中国語を日本語に訳しなさい。

（2×5=10）

（１）可以开车去，而且饭店的环境也很幽静，正是他想要的地方。
（～といい、～といい）
（２）我不太感兴趣，不过条件优越的话也不是不能考虑。
　（～ないこともない）
（３）也并不是你一个人的想法，年轻人往往都是这么想的。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（～とかく～ものだ）
（４）那个班的同学总的来说都缺乏积极性。　　　（どちらかといえば）
（５）这是经过仔细调查得出的结论。信不信由你。　　　　　（～ての）
問題四、次の（１）～（６）の文章を読んで、それぞれの質問に答えなさい。（60点）

（１）（10点）

一般的に言って仮面というものは多かれ少なかれ宗教的な起源（１）を持っているようである。例えば、お神楽のようなものを考えてみよう。お神楽というのは、その言葉からも分るように、神を喜ばせるための音楽であり、舞である。そこで音楽を奏で、舞う人たち（２）は、人間であって同時に神の世界に近づいた人たちである。その人たちは人間のままの姿であってはいけない。少なくとも普段の姿ではいけない。神と近づき、あるいは神の意思によって動くこれらの人たちは、それにふさわしく自分を変えなければならないのである。

そのためにはその人自身の姿を視覚的に変える必要がある。（３）その変身の手段として、仮面（４）は一番手っ取り早い方法だったのであろう。ときには奇怪で、ときには滑稽なこれらの仮面は、人間の日常を超越し、あるいは日常の世界から逸脱した面相をしている。それは人間世界にそもそも属してはいけないものなのである。もちろん、ルドフスキーの言うように、人間の想像力には限界というものがあり、神という超越者を描こうとした芸術家たちは、神を視覚化するにあたって、結局のところ人間化するという以外に知恵のはたらくことがなかった。（５）だからその結果、神をかたどり、精霊を象徴させたさまざまな仮面には例えば、目鼻があり、口があり、耳があり、そして頭髪がある。神は人間と異なった存在であるはずで、したがって神像というものは、人間離れしていることが論理的に言って当然であるのだけれども、どうしても人間らしさから離れることができず、その形は人間そっくりになってしまうのである。その意味では怪力乱神の仮面も人間そのものに近づくという皮肉な現象がある。　　　　　　　　　　　　　　　（［仮面の思想］より）

１．下線部（１）「宗教的な起源」とあるが、言い換えるとすればどの言葉がふさわしいかふさわしいかを選びなさい。　（2×1＝2）

     A宗教的な行ない　　　　　　　　　B宗教的な儀式

     C宗教的な始まり　　　　　　　　　D宗教的な基準
２．下線部（２）「そこで音楽を奏で、舞う人たち」とあるが具体的にどのような人をさすか。　（2×1＝2）
３．下線部（３）「その人自身の姿を視覚的に変える必要がある。」とあるがどのような方法を用いるか。（2×1＝2）
４．下線部（４）「仮面」とあるが、具体的にはどのような面相をしているか。　（2×1＝2）
５．下線部（５）「神という超越者を描こうとした芸術家たちは、神を視覚化するにあたって、結局のところ人間化するという以外に知恵のはたらくことがなかった。」とあるが、具体例を挙げなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2×1＝2）
（２）（18点）
　どんな人間も常に世界にある期待を持って対している。ア　　世界に期待するか、その期待の大きさで人々の世界観は違ってくる。実際以上の期待を①抱くか、実際に見合った期待をaよせるか、それとも実際以下に期待をbよくせいするか、それによって理想主義、現実主義、悲観主義が分かるのである。だが、実際以上に期待すれば、期待を②裏切られる③苦痛からはまぬがれることができよう。日本人は後者を選ぶのである。この意味で日本人は極めてcおくびょうであり、ｄしょうしんであると言ってもよい。日本人は楽観的であるとともに悲観的であり、楽観が悲観の上に成り立っていると私がいったのはこの④故である。期するところを少なくすれば、苦痛はそれだけeけいげんされる。すべてに一応満足していられる。これが日本人の基本的な精神の⑤構えである。イ　　　、これをみごとに言い当てているのが、ほかならね「まあまあ」という日本語のあいまいな副詞なのだ。（［「まあまあ」にみる日本人の心］より）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
線を引いた①――⑤までの漢字の読み方を平仮名で書きなさい。

（1×5＝5点）
線を引いたa――eまでの平仮名を漢字に直しなさい。（1×5＝5点）

３．ア、イのところに適当な言葉を書き入れなさい。（２×２＝４点）

　　　
日本人の基本的な精神の構えについて、15字以内に述べなさい。

（４点）

（３）（８点）

ブナ林という自然界の①片隅の、しかもその移り変わりの②一断面をのぞいてみただけでも、自然は、いかに③多彩で奥行きが深いものであるかを知ることができる。その奥深さが実感できるのは、そこに人間がかかわっているからにほかならない。確かに日本人は自然に極めて強い愛着を抱いている。また自然に対して研ぎ澄まされた感性を持っているのも事実である。それは日本文化のさまざまな領域にも反映されていよう。しかし、それはあくまでも抽象的な、観念的な自然でしかないのではなかろうか。私たちはもっと現実の自然との④一体感を取り戻さなければならない。自然を人間から切り離して眺めるのではなく、むしろ自然を友とし、自然の心に迫ることが大切なのである。（［自然との出会い］より）
線を引いた①――④までの漢字の読み方を平仮名で書きなさい。

（1×4＝４点）

ブナ林の四季の変化に感動する日本人の自然への感受への批判について、簡潔に答えなさい。（2×2＝４点）

抽象的に言えば、                       （10字以内）。　　　

　　観念的に言えば、                             （15字以内）。

（４）（４点）

西洋の空気は乾いていて、人々が噴き上げる水を求めたということもあるだろう。ローマ以来の水道の技術が、噴水を発達させるのに有利であったということも考えられる。だが、人工的な滝を作った日本人が、噴水を作らなかった理由は、そういう外面的な事情ばかりではなかったように思われる。日本人にとって水は自然に流れる姿が美しいのであり、圧縮したりねじ曲げたり、粘土のように造形する対象ではなかったのであろう。（［水の東西］より）
日本に噴水が発達しなかった理由――東西の水の姿に違いが生じたことについて述べなさい。

外面的事情、（1×2＝２点）

ア                            。

イ                            。
内面的事情、（２点）

                                      。

（５）（10点）

これは日常生活の中で「相手を意識した」話し方をしないと、うまくできるものではない。ところが、若い人たちは書くことと同様、こういう話し方（１）が苦手なようだ。

　それ（２）が難解で独りよがりな表現とつながり、飛躍ばかりでとりとめもない表現とつながる。これでは、当人は自分を表現しているつもりでも、独り言を言っているのと変わりはない。

　「言語不信」などと言う人に限って、ありきたりの没個性的な表現に寄りかかって、ことたれりとする傾向がある。（３）（　A　）（４）、他人に理解されないとこぼしているのは甘え（５）というものだ。

　「弘法筆を選ばず」というが、実際には、弘法大師は書体によって筆を選んだという。表現も同じことで、相手によって選ぶ言葉も違ってくる。そのためには、ふだんからさまざまな文章を読み味わって、言葉に対する感覚を養っておかなければならない。　（［文章について］より）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．下線部（１）「こういう話し方」は、どういう話し方か。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2×1＝2）
２．下線部（２）「それ」は何を指しているか。（2×1＝2）
３．下線部（３）「　　」の内容を中国語に訳しなさい。（2×1＝2）
４．次の中から最も適当なものを選んで、下線部（４）（　A　）に入れなさい。（2×1＝2）
アそれで　　イそこで　　ウそれでは　　エそれでいて
５．下線部（５）「甘え」の文中における意味として、最もふさわしいものを以下の選択肢より選びなさい。（2×1＝2）
    ア、没個性的な表現によってもう十分だと思う傾向。

イ、努力せずに相手に理解してもらおうとすること。

ウ、すべて自分に都合のよいように考えて振舞うこと。

エ、他人のことを考えず自分の都合だけを考えて行動すること。
（６）（10点）

若いときは、どの国の文学だろうと同じ人間の書くものに理解できぬことがあるかとやみくもに読んだものだったが、こんなふうに彼我の感覚の違う点にむしろ関心が移ったのは、私も年をとり、違う風土に適応しにくくなってきたしるしかもしれなかった。だいたいわたしは、インドでもメキシコでも、どこへ行ってもその国の食いもの、気候、習慣にすぐになじんでしまうほうだったのだが。

　しかし、とわたしはまた木陰で思った、そういう彼我の感覚の違いをすなおに認め合えるようになったときこそ、逆に彼我の人間としての共通性を正しく認めることができる（１）のであるまいか、と。「ツーリズムという病」がこれだけ浸透した今こそ、かえって互いの違いを自然なものとして認め合い、共通性を発見しやすくなったのかもしれない。（２）日本文化は日本人にしか理解できないなどという意見は、われわれには外国文化が理解できぬというに等しい愚劣な意見（３）である。普遍性を前提にしなければ特殊はありえないのだから。

　底抜けに青い空と、ギラギラする太陽の下で、わたしは自分が河童の血筋の者（４）であることを確認した。乾ききったはげしい夏の光（５）は、北方民族にとってこその「生気ある輝き」なのであって、わたしはその中ではしなびてゆくしかなった。（［河童の血筋］より）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．下線部（１）「彼我の人間としての共通性を正しく認めることができる」とあるがそれはどのような場合か。　　　　　（2×1＝2）
２．下線部（２）「互いの違いを自然なものとして認め合い、共通性を発見しやすくなったのかもしれない。」とあるがそれはなぜか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2×1＝2）
３．下線部（３）「愚劣な意見」とあるが具体的な箇所を書きなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2×1＝2）　

４．下線部（４）「河童の血筋の者」とはどういうことか。

（2×1＝2）

５．下線部（５）「乾ききったはげしい夏の光」を本文中では比喩表現を用いて表現されている。その部分を抜書きしなさい。

（2×1＝2）
5

